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2014年に植えた最初の植栽地のマツ（上写
真）は最大9mと見上げるほどになり、樹高
の計測も一苦労。15～20年にかけて植えた
マツも順調に生長し、上空からもその様子が
よく見て取れる

プロジェクトの
重要拠点！

オイスカ
名取事務所

仙台空港

2014年

2018年

2017年

2016年

2014年植栽地

2015年
2019・20年

名取市サイクル
スポーツセンター

2020年10月に復旧し、
再オープン。屋上から
は海岸林を見渡すこ
とができる

海岸林再生プロジェクト全景（2025年5月）

年代別
植栽地

2011年3月に発生した東日
本大震災。同年からオイ

スカは、宮城県名取市で
被災農家を中心とする

「名取市海岸林再生の会
」と共に、「海岸林再生プ

ロジェクト」を開始。以
降、地元林業事業体と

全国のボランティアの力
を得ながら、強い海岸防

災林を再生する取り組み
を今日まで継続していま

す。

育てた苗を植え、それが
さらに生長していく過程

で、プロジェクト地やそ
の周辺の街並みも

復興に向けて少しずつ変
化するだけでなく、震災

の経験を通して、日頃か
ら災害に備えることの大

切さも、

被災地を中心に発信され
るようになりました。“被

災” から “復興”、そして
“防災・減災” へ。

震災から15年が経つ今、
“守る未来” へ向けた意識

の高まりと、プロジェク
トのこれまでを紹介しま

す。

東日本大震災から15年
“守る未来”へのステップ

TOPIC

協定面積103.05ha
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被災直後の名取市海岸林。奥に仙台空港が見える

震災の経験を防災につなげる取り組みとして、「仙台
防災未来フォーラム」も開催されている。そのプログ
ラムの一環として、昨年オイスカの担当スタッフも
トークイベントに登壇した。今年も参加予定

※
国
連
主
催
の
国
際
的
な
防
災
戦
略
を
策
定
す
る
会
議
。

　

第
１
回（
1
9
9
4
年
）は
横
浜
、第
２
回（
2
0
0
5

　

年
）は
神
戸
と
い
ず
れ
も
日
本
で
実
施
さ
れ
た

作者の
ものえまいこさんは、

イラストレーターico.としても活躍。
「海岸林再生プロジェクト」の

広報イラストなども
手掛けています！

　
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
現

場
、
宮
城
県
名
取
市
の
ク
ロ
マ
ツ

海
岸
林
は
、
仙
台
藩
初
代
藩
主
伊

達
政
宗
が
領
内
へ
の
造
林
を
命
じ

た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
、

以
降
何
度
も
植
え
直
さ
れ
な
が
ら
、

潮
風
や
飛
砂
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
吹
く
冷
た
く
湿
っ
た
風
「
ヤ
マ

セ
」
か
ら
、
後
背
地
の
人
々
の
暮

ら
し
や
農
地
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
2
0
1
1
年
3
月

11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い

う
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大
級
の

地
震
が
発
生
。
こ
の
地
震
に
よ
る

津
波
は
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島

県
を
中
心
と
す
る
8
県
の
広
範
囲

に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

東
北
各
地
の
海
岸
林
も
、
被
害
面

積
が
3
6
6
0
ha
と
甚
大
で
、
4

0
0
年
の
歴
史
あ
る
名
取
市
の
海

岸
林
も
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
、
政
府
、
民
間

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
・
復
興

支
援
が
行
わ
れ
る
中
、
オ
イ
ス
カ

は
海
外
で
の
長
年
の
森
づ
く
り
の

経
験
を
活
か
し
、
名
取
市
の
海
岸

林
再
生
を
構
想
。
地
権
者
で
あ
る

国
や
県
、
市
と
の
協
定
、
林
業
専

門
家
の
協
力
、
そ
し
て
地
元
農
家

の
方
々
の
理
解
を
得
て
、
ク
ロ
マ

ツ
の
苗
木
づ
く
り
か
ら
植
栽
、
そ

の
後
の
保
育
、
管
理
ま
で
を
行
う

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。
11
〜
20
年
ま
で
の
10
ヵ

年
を
一
区
切
り
と
し
、
被
災
農
家

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
名
取
市

海
岸
林
再
生
の
会
」
と
の
連
携
の

も
と
、
海
岸
林
1
0
0
ha
の
再
生
、

50
万
本
の
苗
木
の
生
産
、
10
億
円

の
資
金
確
保
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

植
栽
地
に
は
、「
強
靭
な
防
災
林
」

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
マ
ツ

が
地
中
に
深
く
し
っ
か
り
と
根
を

張
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
国
が

盛
り
土
を
施
工
。
こ
の
植
栽
基
盤

が
造
成
さ
れ
た
場
所
に
、
オ
イ
ス

カ
は
14
年
か
ら
植
栽
を
開
始
し
、

20
年
度
末
ま
で
に
作
業
道
や
防
風

柵
を
除
く
72
・
46
ha
に
37
万
1
9

8
本
を
植
え
（
活
着
率
99
・
2
％
）、

寄
附
金
等
の
収
入
8
億
5
0
5
0

万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
14

年
に
植
え
た
最
初
の
マ
ツ
は
、
土

壌
の
違
い
に
よ
り
大
き
な
差
は
あ

る
も
の
の
、
7
年
間
で
平
均
2
3

4
㎝
の
生
長
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
初

の
10
年
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
中
、

災
害
の
傷
跡
を
色
濃
く
残
し
な
が

ら
も
、
周
囲
の
環
境
も
少
し
ず
つ

整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
宮
城

県
内
に
お
い
て
も
、
大
津
波
に
備

え
る
多
重
防
御
（
防
潮
堤
の
背
後

に
、
防
災
林
や
か
さ
上
げ
道
路
な

ど
の
減
災
機
能
を
持
つ
施
設
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
側
の
居

住
地
を
守
る
）
や
居
住
区
の
高

台
・
内
陸
移
転
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
の
も
と
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
仙
台
市
は
、
被
災
の
経

験
と
再
生
を
世
界
に
発
信
す
る
た

め
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
2
ヵ
月
後

に
国
連
防
災
世
界
会
議
の
誘
致
を

表
明
。
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
、

第
3
回
会
議
が
仙
台
市
で
開
か
れ
、

国
連
加
盟
国
1
8
5
ヵ
国
か
ら
の

代
表
団
6
5
0
0
人
以
上
が
、
力

強
く
復
興
す
る
東
北
地
方
の
様
子

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議

の
成
果
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
仙

台
防
災
枠
組
2
0
1
5

-

2
0
3

0
」
で
は
、
震
災
の
教
訓
も
取
り

入
れ
ら
れ
、
新
し
い
災
害
リ
ス
ク

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
既
存
の
災
害

リ
ス
ク
へ
の
多
角
的
な
減
災
対
策

を
進
め
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
協
力
し
て
社
会
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
な

ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
成
果
を
測
る
た
め
、
災
害
に

よ
る
死
亡
者
や
被
災
者
の
減
少
な

ど
、
世
界
規
模
の
具
体
的
目
標
が

初
め
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ

て
の
被
災
地
が
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
現
場
と
な
り
、
さ
ら
に

災
害
復
旧
だ
け
で
な
く
防
災
・
減

災
に
も
重
点
を
置
い
た
新
し
い
方

針
を
世
界
へ
発
信
す
る
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

被
災
か
ら
復
興
へ

被
災
地
か
ら
世
界
へ

防
災
意
識
の
高
ま
り

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
1
次
10
ヵ
年
計
画〈
2
0
1
1

-

20
〉

※

暮らしの中で備えよう

日々の防災意識が命を守る！

「はなちゃんとひなんくんれん」
さく・え  ものえまいこ／河北新報出版センター／B5変型判／1500円（税別）

名取市出身で、防災士の
資格を持つものえまいこ
さんによる、親子で読む
はじめての防災読本。お
母さんと小さな女の子は
なちゃんが、おうちで避
難訓練にチャレンジする
内容で、防災グッズや避
難時の行動など、ご自身
の被災経験をもとに「も
しもの時どう動くか、どう
備えるか」をイラストで
分かりやすく伝えていま
す。プロジェクト地にもほ
ど近い、名取市震災復
興伝承館でも販売され
ています。

購
入
は
こ
ち
ら

⬇



TOPIC ｜ March  2026  OISCA 10

伐ったマツを林外へ運び出すのも重労働。この
マツは国、県の負担のもと、再利用される

　

被
災
地
が
防
災
モ
デ
ル
の
拠
点

へ
と
あ
ゆ
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
全
て
の
植
栽
を

2
0
2
0
年
に
完
了
。
21
年
か
ら

は
、
よ
り
強
い
防
災
林
に
育
て
る

た
め
の
ク
ロ
マ
ツ
林
の
保
育
・
管

理
を
中
心
と
し
た
、
第
2
次
10
ヵ

年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
活
動
を
、
2
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
負
け
ず
、
あ
ら
ゆ

る
機
能
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
強

靭
な
防
災
林
を
つ
く
る
に
は
、
一

本
一
本
が
よ
り
高
く
、
太
い
幹
で
、

豊
か
な
枝
葉
を
備
え
、
よ
り
深
く
、

広
く
根
を
張
っ
た
マ
ツ
を
育
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苗
木
が
小

さ
い
う
ち
は
、
互
い
に
潮
風
な
ど

か
ら
守
り
合
っ
て
生
長
す
る
の
に

あ
る
程
度
の
密
植
が
必
要
で
す
。

し
か
し
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、

隣
り
合
う
マ
ツ
の
枝
が
重
な
り
合

う
こ
と
で
陽
の
当
ら
な
い
下
枝
が

枯
れ
上
が
り
す
ぎ
る
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
マ
ツ
同
士
の
根
が
生
長
を

阻
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を

抑
え
、
強
い
マ
ツ
に
す
る
た
め
に

は
本
数
調
整
伐
（
間
伐
）
が
不
可

欠
と
し
、
21
年
に
試
験
伐
採
を
実

施
。「
一
伐
二
残
（
1
列
伐
っ
て
2

列
残
す
）」、
伐
採
率
33
％
で
の
間

伐
が
最
適
と
の
考
え
の
も
と
、
22

年
か
ら
宮
城
中
央
森
林
組
合
や
松

島
森
林
総
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
で
段
階
的
に
本
数
調
整
伐
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
、

全
植
栽
地
の
95
％
が
終
了
。
こ
れ

を
１
巡
目
と
し
、
こ
の
先
数
十
年

か
け
て
、
植
栽
時
の
1
ha
あ
た
り

5
0
0
0
本
か
ら
8
0
0
〜
1
0

0
0
本
へ
と
減
ら
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

開
始
当
初
は
、
伐
採
の
進
め
方

や
伐
採
率
な
ど
、
行
政
や
専
門
家

に
と
っ
て
も
最
適
解
が
な
い
中
で

の
実
施
で
し
た
。
オ
イ
ス
カ
で
は

ほ
か
の
被
災
海
岸
林
に
先
駆
け
て

作
業
を
進
め
、
伐
採
率
の
異
な
る

試
験
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
収

集
・
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

が
将
来
、
ほ
か
の
現
場
で
も
役
立

て
ら
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
林
業
作
業
員
の
役
割
を
補

完
す
る
「
戦
力
」
と
し
て
考
え
、

下
草
刈
り
や
ツ
ル
マ
メ
の
抜
き
取

り
、
溝
切
り
（
排
水
溝
づ
く
り
）

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
、
全

国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
コ
ロ
ナ

禍
前
後
か
ら
勢
力
を
拡
大
し
た

「
ク
ズ
」
の
除
去
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
力
を
発
揮
。
ク
ズ
は
、
ア
メ
リ

カ
で
「
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
旺
盛
に
繁
茂
し
、

巻
き
付
い
た
ほ
か
の
植
物
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
植
物
で
す
。
林
内
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
林
業
作
業

員
が
植
栽
地
の
周
囲
に
薬
剤
を
散

強
い
防
災
林
を

つ
く
る
た
め
に

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
2
次
10
ヵ
年
計
画〈
2
0
2
1

-

30
〉

❶
強
く
す
る
た
め
に
伐
る
！

本
数
調
整
伐

❷
ク
ズ
と
の
闘
い
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

2021年2022年2023年

第
2
次
10
ヵ
年
計
画

ス
タ
ー
ト
！

●
本
数
調
整
伐（
間
伐
）試
験
開
始

●
コ
ロ
ナ
禍
で
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
が
約
1
8
0
0
人
か
ら

3
1
3
人
に
減
少
。ク
ズ
繁
茂

が
深
刻
化

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
4
年
植

栽
地
／
10
・
13
ha
）実
施

●
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
8
6
8

人
ま
で
回
復

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
5
年
植

栽
地
／
14
・
53
ha
）実
施

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
数
調

整
伐
を
初
め
て
実
施
。作
業
前

の
安
全
講
習
も
開
催

●
雇
用
数
延
べ
1
万
人
突
破

●
令
和
2
年
度「
森
林
・
林
業
白

書
」（
林
野
庁
）で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
紹
介
さ
れ
る

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
10
年
を
記

念
し
、名
取
市
海
岸
林
再
生
の

会
が
石
碑
建
立

●「
水
利
科
学
」（
日
本
治
山
治
水

協
会
）に『
名
取
市
海
岸
に
お
け

る
海
岸
林
再
生
植
林
等
の
取

組
み
│
実
行
方
法
と
生
育
状

況
│
』掲
載（
オ
イ
ス
カ
名
取
事

務
所
統
括
佐
々
木
廣
一
著
）

●
タ
イ
・
ラ
ノ
ー
ン
県
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
漁
村

住
民
21
名
の
研
修
受
け
入
れ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

全
体
の
動
き

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
2
次
10
ヵ
年
計
画
の
あ
ゆ
み

メ
デ
ィ
ア
等
で
の
紹
介
3
0
0
回
突
破
！

み
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マツを覆うクズを除去していく（2025年9月）

名取市海岸林の現場で
は、多くのボランティア
と共にツルマメ除去の
作業も体験した

※Eco-DRR
森林など生態系を活用
した防災・減災

病気のマツは枯れて、色が変わっている

石碑が完成！
バンザーイ！

布
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
鎌
と
希

釈
し
た
除
草
剤
入
り
の
醤
油
差
し

を
手
に
、
林
内
に
分
け
入
っ
て
活

動
し
ま
す
。
マ
ツ
の
硬
い
枝
葉
や
、

そ
れ
に
巻
き
付
い
て
緑
の
壁
の
よ

う
に
び
っ
し
り
伸
び
た
ク
ズ
の
間

に
身
を
ね
じ
込
み
、
そ
の
根
元
を

切
っ
て
除
草
剤
を
塗
布
す
る
、
過

酷
で
果
て
の
見
え
な
い
作
業
で
す
。

そ
れ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
足
は

途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
協
定
区
域

1
0
0
ha
の
約
25
％
に
侵
入
し
た

ク
ズ
の
繁
茂
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
約
1
万
7
千
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
活
躍
が
な
け
れ
ば
、

現
在
の
海
岸
林
の
姿
は
な
か
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

震
災
か
ら
15
年
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
な
が

ら
、
防
災
を
実
現
す
る
〝
守
る
未

来
〞
へ
と
進
み
続
け
て
い
ま
す
。

第
2
次
10
ヵ
年
計
画
は
後
半
戦
に

入
り
ま
し
た
が
、
海
岸
林
の
再
生

に
は
、
な
お
長
い
年
月
が
か
か
り

ま
す
。
間
伐
や
ク
ズ
対
策
、
こ
の

数
年
に
発
生
し
た
病
虫
害
へ
の
対

応
な
ど
、
多
く
の
人
手
を
要
す
る

課
題
も
続
く
中
、
か
つ
て
の
被
災

地
が
防
災
発
信
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
広
く
次
の
世
代
に
防
災
林

の
意
義
を
伝
え
、
海
岸
林
が
将
来

に
わ
た
っ
て
人
や
暮
ら
し
を
守
る

存
在
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

*
*
*
*

2024年2025年

●
マ
ツ
ケ
ム
シ
が
異
常
発
生

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
6

-

17

年
植
栽
地
／
22
・
78
ha
）実
施

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
延
べ
1
万

5
0
0
0
人
突
破

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
8
年
植

栽
地
／
16
・
1
ha
）実
施

●
全
植
栽
地
の
1
巡
目
の
間
伐

95
％
が
終
了
。年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
が
1
2
7
6
人
に
回
復

●
協
定
区
域
内
で
マ
ツ
材
線
虫
病

を
初
め
て
確
認
。行
政
と
連
携

し
た
対
策
が
急
が
れ
る

●「
松
が
つ
な
ぐ
あ
し
た
」（
小
林

省
太
著
）増
補
改
訂
版
発
刊

●
宮
城
県
よ
り「
令
和
6
年
度
森

林
づ
く
り
・
木
づ
か
い
表
彰
」

を
受
け
る

●
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
5
で
発
表

●
第
48
回
全
国
育
樹
祭
み
や
ぎ

2
0
2
5
開
催
。県
よ
り
宮
城

県
緑
化
等
功
労
者
表
彰
を
受

け
る
。式
典
後
、ご
臨
席
の
秋

篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
に
、

佐
々
木
統
括
お
よ
び
本
部
の
浅

野
奈
々
穂
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
説
明
す
る
機
会
を
得
た

●「
山
林
」（
公
益
社
団
法
人
大
日

本
山
林
会
）に『
最
強
の
海
岸
防

災
林（
宮
城
県
名
取
市
）再
生
へ

の
挑
戦
』掲
載（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
部
長　

吉
田
俊
通
著
）

寄
附
総
額
10
億
円
突
破
！（
助
成
金
含
む
）

活
動
報
告
会
開
催
3
0
0
回
・

　

参
加
者
4
万
5
0
0
0
人
突
破
！

名取市海岸林から海外へ！

広がる防災・減災の森づくり

スタン
オイスカインドネシア 
マングローブ植林プロジェクト
調整員補佐
（カランガニアル研修センターOB）

　私は中部ジャワ州スラマン県を拠点に、ジャワ島北岸の
７県3,500haのマングローブ植林プロジェクトの調整業務と、
ドローンを使ってマングローブの生育や高潮の被害状況を
把握し、正しく植林が進められているか確認する仕事を担
っています。沿岸地域では、地盤沈下や海岸浸食で住民た
ちの生活が脅かされており、各現場の調整員たちと共に、
植林で内陸の人々の暮らしや自然を守ろうと、日々格闘し
ています。
　海岸林再生プロジェクトの現場を訪れたのは、2019年、
オイスカの各国の植林プロジェクト責任者が集まる「Eco-
DRR※研修」に参加した際のことでした。そこで、名取市
海岸林の長期的な保育技術をはじめ、各地の防災・減災に
かかる造林の現場を実際に見て学ぶことができ、その経験
が今のモチベーションとなっています。
　マングローブ林を未来につないでいくため、ほかの調整
員やさらに若い世代にも、日本の森林再生や沿岸防災技術
を学び、体験する機会を持ってもらいたいと思います。

活
動参


